
　９月 14 日（土）に「第６回　病院まつり」を開催します。これは普段病院を利用されたことのない方にも
当院の医療を知ってもらおうと、新病院完成を機に毎年開催しているイベントです。
　毎年大好評の手術室見学ツアーや医師体験、ヘリポート見学はもちろんのこと、各種健康チェックコーナー
や記念撮影コーナーなど、皆さんにご満足いただける企画が盛りだくさん。

公開空地のメインイベントは、昨年大好評だった「松江だんだんプロレス」に加え、「よさこい連 國美輝」
の皆さんにお越しいただき、会場を大いに盛り上げていただきます。
　昨年は過去最高の約 1000 名の方にご来場いただきました。今年も多くのご来場をお待ちしています。

全日空などのＡＮＡグループから今年もスズランを寄
贈していただきました。患者さんを励まそうと社会貢献
活動の一環として、全国51の赤十字施設に贈られてい
ます。当院には、鉢植え６鉢、切り花50束、香り付き
の特製しおり600枚をいただきました。
５月後半の北海道の猛暑（道内東部39.5度を観測）

により、生花が届くのだろうか心配していましたが、今

年も道内西部千歳市近郊で咲いた花を全国に無事にお届
けできたとのことです。
客室乗務員らから入院患者代表と村田副院長に、「再
び幸せが訪れる」の花言葉があるスズランの鉢植えが贈
られました。患者代表の方は、報道３社の取材と写真対
応にびっくりされていましたが、「良い経験だった」と
言っておられました。
　また、入院患者さんやイベントに集まられた方々には、
切り花・しおりをお届けしました。
初夏を感じる行事として、コンサートを同時開催して
います。第５回目になりますジョイフル♪ジョイフル
「すずらんコンサート」は、今年も選曲に工夫してもら
いました。スズランをイメージできる曲がないと言って
おられましたが、初夏、空、北海道を感じてもらう選曲
をされていました。透き通った歌声と、心地よいアコー
ディオンとキーボードの音色がお届けできたと思います。

　
今
年
す
こ
や
か
会
は
創
立
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
50
年
間
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご
苦

労
に
思
い
を
馳
せ
、
今
後
も
素
晴
ら
し

い
伝
統
を
次
世
代
に
繋
い
で
い
く
こ
と

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
す
こ
や
か
会
は
、
当
初
患
者
さ
ん
と

そ
の
家
族
の
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
、
公
益
法
人
で
あ

る
日
本
糖
尿
病
協
会
（
日
糖
協
）
の
協

力
団
体
と
し
て
の
島
根
県
糖
尿
病
協
会

（
島
糖
県
協
会
）
の
分
会
と
し
て
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
や
健
康
に
関
心
の
あ
る
一
般

の
方
も
含
め
て
参
加
で
き
る
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
す
こ
や
か
会
の
前
身
で
あ
る
水
曜
会

は
昭
和
43
年
に
横
山
昇
先
生
の
尽
力
で

発
足
し
ま
す
。
昭
和
59
年
に
着
任
さ
れ

た
武
田
倬
先
生
の
指
導
の
下
、
会
員
数

も
飛
躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
。
私
は
平

成
13
年
か
ら
の
18
年
間
、
島
糖
県
協
会

の
指
導
医
と
し
て
、
会
の
運
営
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　
当
院
に
は
、
島
糖
県
協
会
の
事
務
局

が
置
か
れ
て
お
り
、
す
こ
や
か
会
は
、

島
根
県
に
お
け
る
日
糖
協
活
動
（
普
及

啓
発
・
療
養
支
援
）
の
要
と
な
る
友
の

会
で
あ
り
、
島
糖
県
協
会
を
牽
引
し
、

日
糖
協
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い

う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
５
月
12
日
に
当
院
の
講
堂
で
〝
創
立

50
周
年
記
念
の
つ
ど
い
〞
を
開
催
し
ま

し
た
。
記
念
式
典
、
講
演
会
、
記
念
パ
ー

テ
ィ
の
ほ
か
会
員
さ
ん
の
趣
味
の
作
品

展
や
50
周
年
記
念
誌
の
頒
布
も
行
い
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
絵
画
や
写
真
、
ビ
ー
ズ
作

品
や
陶
芸
品
、
畳
一
畳
分
ほ
ど
も
あ
る

大
き
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
プ
ロ
顔
負

け
の
作
品
が
ず
ら
り
と
並
び
、
ま
る
で

美
術
館
の
よ
う
で
す
。
会
員
さ
ん
が
病

気
と
向
き
合
い
な
が
ら
心
豊
か
に
過
ご

し
て
お
ら
れ
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
て
、

あ
た
た
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
時
間
を
か
け
て
編
集
し
た
記
念
誌
に

は
日
々
の
療
養
の
様
子
や
会
の
行
事
に

参
加
し
た
思
い
出
な
ど
多
く
の
原
稿
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は
日
頃
な
か

な
か
口
に
出
せ
な
い
家
族
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
綴
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
り
、

思
い
が
溢
れ
る
大
切
な
記
念
誌
と
な
り

ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
倉
敷
中
央
病
院
の
松
岡

孝
先
生
が
「
合
併
症
を
予
防
し
て
一
病

息
災
〜
す
こ
や
か
な
人
生
を
送
る
た
め

に
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
に
は
当
院

の
調
理
師
、
管
理
栄
養
士
が
縁
起
物
や

旬
の
食
材
を
使
っ
て
祝
い
膳
を
用
意
し

て
く
れ
ま
し
た
。
手
の
込
ん
だ
料
理
は

ま
さ
に
芸
術
品
。
見
た
目
も
味
も
抜
群

で
、
豪
華
な
料
理
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

感
嘆
の
声
が
上
っ
て
い
ま
し
た
。

松
江
赤
十
字
病
院
糖
尿
病
友
の
会
「
す
こ
や
か
会
」
が

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！
糖
尿
病・内
分
泌
内
科
　部
長
　佐
藤
　利
昭

倉敷中央病院・松岡 孝 先生 佐藤 利昭 糖尿病・内分泌内科部長

すこやか会役員のみなさま 栄養課特製の祝い膳

すこやか会会員のみなさまによる作品展

松江赤十字病院　第６回病院まつり
開催日時：令和元年９月14日（土）10：00～ 15：00

病院まつり開催のご案内
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❹赤十字病院として災害救護に貢献します。
❺教育病院として次世代の医療人を育てます。

松江赤十字病院『患者さまの権利』
１．ひとりの人間として人格と価値観を尊重される権利があります。
２．医療提供者との相互協力のもと、良質な医療を公平に受ける権利があります。
３．検査・治療法などの自分が受ける医療の内容について、わかりやすい言葉や方
　　法で説明を受ける権利があります。

私たちが、上に揚げた患者さまの権利を尊重した医療を提供するために、患者さまには次のことをお願いいたします。
①自分の健康に関する正しい情報の提供　②医療への積極的な参加　③病院の規則を守ること ④研修医、医学生、看護学生などの研修・実習・見学への理解と協力

４．説明を十分理解し同意した上で、医療行為を受けるかどうか自分の意志で選択する権利があります。
５．医療行為の選択にあたって、他の医療者の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります。
６．診療の過程で得られた個人情報は、個人の秘密として厳正に保護され、承諾なしには開示されない
　　権利があります。
７．自分が受けている医療内容を知るために、診療録の開示を求める権利があります。

■病院理念……わたしたちは、「人道・博愛」の赤十字精神に基づき地域の医療に貢献します。
■基本方針……
❶地域の基幹病院として、説明と同意に基づく「高度」「良質」な医療を提供します。
❷急性期病院として保健・医療・福祉・介護機関との連携を進め、一貫した医療を行います。
❸救急病院として24時間地域の健康を守ります。
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程
度
が
予
後
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

腎
臓
内
科
で
診
る
代
表
的
な
腎
臓
病
は

腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
発
症
、
進
行
に
は
免
疫
反
応
が
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
発
症
早
期
や
再
燃

時
に
は
膠
原
病
と
同
様
に
免
疫
を
抑
制

す
る
治
療
を
行
い
ま
す
。
ま
た
本
院
で

は
腎
移
植
の
手
術
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
腎
移
植
を
受
け
ら
れ
た
患
者
で

は
拒
絶
反
応
を
抑
え
る
た
め
に
免
疫
抑

制
薬
を
続
け
ま
す
。
腎
臓
の
症
状
の
な

い
膠
原
病
、
免
疫
抑
制
療
法
を
必
要
と

し
な
い
腎
臓
病
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
１
つ
の
科
で
両
方
を
垣
根
な
く
診

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
は
大
変
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
当
科
の
強
み
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
医
学
が
進
歩
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
次
々
と
新
薬
が
開
発
さ
れ
、
診
断
基

準
、
分
類
基
準
、
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
の
専
門

的
な
知
識
や
経
験
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
診
療
は
い
ろ
い

ろ
な
専
門
科
の
協
力
、
医
師
以
外
の
看

護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
リ
ハ
ビ
リ

の
療
法
士
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
参

加
な
し
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
た

膠
原
病
、
腎
臓
病
と
も
慢
性
の
経
過
と

な
る
こ
と
が
多
く
、
治
療
の
継
続
、
合

併
症
へ
の
対
応
、
日
頃
の
生
活
習
慣
の

指
導
に
お
い
て
は
か
か
り
つ
け
の
先
生

方
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要

で
す
。

　
当
科
は
こ
の
地
域
の
最
後
の
砦
と
自

負
し
て
お
り
、
総
合
病
院
の
診
療
科
と

し
て
病
院
の
機
能
を
フ
ル
活
用
し
、
地

域
の
先
生
方
と
密
に
医
療
連
携
し
て
い

ま
す
。
治
療
が
必
要
な
患
者
の
診
療
は

当
た
り
前
で
す
が
、
健
診
の
二
次
検
査

や
ち
ょ
っ
と
し
た
症
状
で
の
受
診
も
お

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と
診
断
さ
れ
た
後
、
告
知
に
伴
う
精
神

的
ダ
メ
ー
ジ
に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
が

ん
専
門
・
認
定
看
護
師
や
外
来
看
護
師

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
日
々
の
不
安
に
寄
り
添
う

た
め
に
、
外
来
で
は
随
時
電
話
対
応
を

し
て
い
ま
す
。

　
手
術
は
、
根
治
を
目
指
す
と
同
時
に
、

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
配
慮
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
乳
房
に
対
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
形
の
よ
い
温
存
手
術
を
心

が
け
、
乳
房
切
除
が
必
要
な
方
で
も
条

件
が
許
せ
ば
形
成
外
科
医
に
よ
る
同
時

乳
房
再
建
術
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
腋

窩
リ
ン
パ
節
の
切
除
で
は
術
後
の
リ
ン

パ
浮
腫
を
避
け
る
た
め
、
セ
ン
チ
ネ
ル

リ
ン
パ
節
生
検
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
術
後
に
は
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
リ
ン
パ
浮
腫
の
予
防
・
治
療
を

行
い
ま
す
。
乳
房
を
温
存
後
の
放
射
線

治
療
で
は
、
放
射
線
治
療
医
の
協
力
を

得
て
、
従
来
よ
り
短
い
日
数
で
の
治
療

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
薬
物
療
法
（
抗
が
ん
剤
、ホ
ル
モ
ン
剤
、

分
子
標
的
薬
）
の
進
歩
は
著
し
く
、
日
々

新
し
い
情
報
を
精
力
的
に
取
り
入
れ
、

薬
剤
師
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
安
全
で

患
者
さ
ん
に
合
っ
た
治
療
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
化
学
療
法
に
よ
る
有
害
事
象

対
策
に
関
し
て
は
外
来
化
学
療
法
セ
ン

タ
ー
・
病
棟
看
護
師
ら
と
共
に
手
足
の

し
び
れ
に
対
す
る
圧
迫
療
法
、
脱
毛
に

対
す
る
頭
部
冷
却
な
ど
の
対
策
を
し
て

い
ま
す
。
高
額
な
手
術
・
薬
物
療
法
に

伴
う
医
療
費
に
関
し
て
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
説
明
を
し
、
治
療
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
の
５
〜
10
％
は
遺
伝
性
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
遺
伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん

症
候
群
を
中
心
と
し
て
、
臨
床
遺
伝
専

門
医
に
よ
る
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

遺
伝
学
的
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
早
期
治
療
、
早
期
発
見
に

よ
り
比
較
的
治
り
や
す
い
疾
患
で
す
。

診
療
所
内
科
医
と
病
診
連
携
を
す
る
こ

と
で
生
活
習
慣
病
へ
の
対
応
も
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
支
持
に
よ
り
近
年
、

山
陰
地
方
で
最
多
の
手
術
件
数
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
診
療
を
こ
れ
か
ら
も
追
い

求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
膠
原
病
・
腎
臓
内
科
は
平
成
21
年
７

月
１
日
に
診
療
科
と
し
て
独
立
し
、
26

年
４
月
か
ら
島
根
大
学
腎
臓
内
科
か
ら

２
人
の
先
生
が
加
わ
り
、
３
人
体
制
で

月
〜
金
曜
日
の
外
来
と
毎
日
の
入
院
診

療
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
膠
原
病
は
自
己
の
成
分
に
対
し
て
異

常
な
免
疫
反
応
が
生
じ
、
自
己
抗
体
な

ど
に
よ
り
全
身
の
臓
器
の
結
合
組
織
に

炎
症
が
起
こ
る
疾
患
の
総
称
で
自
己
免

疫
疾
患
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
た
関
節

炎
が
高
率
に
み
ら
れ
、
最
も
患
者
数
が

多
い
疾
患
が
関
節
リ
ウ
マ
チ
で
あ
る
こ

と
か
ら
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
炎
症
を
鎮
静
化
す
る
に
は
ス
テ

ロ
イ
ド
を
主
体
と
す
る
免
疫
抑
制
治
療

が
有
効
で
す
が
、
肺
と
腎
臓
の
障
害
の

　
乳
腺
外
科
は
、
乳
腺
に
係
わ
る
様
々

な
疾
患
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
乳
が
ん

に
対
す
る
診
療
が
中
心
で
す
。

　
乳
が
ん
の
診
療
内
容
は
手
術
だ
け
で

な
く
、
診
断
、
薬
物
療
法
、
放
射
線
治
療
、

リ
ハ
ビ
リ
、
緩
和
医
療
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
乳
腺
外
科
に
は
、
現
在
５

名
の
医
師
（
う
ち
乳
癌
学
会
指
導
医
２

名
、
認
定
医
１
名
、
臨
床
遺
伝
専
門
医

１
名
）
が
所
属
し
て
い
ま
す
。「
患
者
さ

ん
一
人
一
人
に
最
善
の
乳
腺
診
療
を
提

供
す
る
」
た
め
に
、
院
内
の
た
く
さ
ん

の
部
署
の
医
師
、
多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ

の
協
力
を
得
て
、
チ
ー
ム
医
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
当
院
に
は
高
度
な
診
断
技
術
を
持
つ

画
像
検
査
、
病
理
検
査
部
門
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
部
門
と
、
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス

な
ど
で
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。
が
ん

小児科

羽根田 泰宏
島根県出雲市出身です。小児アレルギー専門で
すが、まだまだ勉強中で興味は尽きません。微
力ながら松江の小児医療の充実に力を尽くした
いと思います。

麻酔科

内村 えりか
島根大学から参りました内村と申します。笑顔
を忘れず頑張りたいと思います。よろしくお願
いします。

５～７月採用医師紹介 　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
松
江
赤
十
字
病
院
が
連
携

し
、
が
ん
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
、
肝
炎
、
糖
尿

病
な
ど
の
疾
患
に
よ
り
長
期
に
わ
た
る
治
療
を

受
け
な
が
ら
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
就

職
支
援
相
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
入
院
、
通
院

さ
れ
て
い
る
方
が
、
病
院
内
で
職
業
相
談
や
職

業
紹
介
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
専
門
相
談
員
（
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
）

が
病
院
に
出
向
き
、
が
ん
相
談
員
を
は
じ
め
と

す
る
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
５
月
27
日
に
は
、
出
雲
公
共
職
業
安
定
所
山

田
誠
所
長
と
当
院
の
大
居
院
長
に
よ
る
協
定
書

を
取
り
交
わ
す
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。
県
内

で
は
３
カ
所
目
、
松
江
市
内
の
病
院
で
は
初
の

協
定
の
締
結
と
な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
初
回

の
相
談
会
を
６
月
18
日
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　
長
期
療
養
に
よ
り
離
職
、
転
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
、
安
心
し
て
再
就
職
、

転
職
で
き
る
よ
う
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
に
寄

り
添
い
、
支
援
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
是
非
こ
の
機
会
に
ご
利
用
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
期
療
養
者
の

就
職
支
援
相
談
を
開
始

松
江
市
内
の

病
院
で
初
の
試
み

医
療
社
会
事
業
課
　上
田
　崇
平

【開設日】毎月第３火曜日　10時～12時（予約制）
【申　込】患者総合支援センター（電話0852-32-6901）

▼調印式の様子

▲当院のがん相談員とハローワークの
　就職支援ナビゲーターが相談に応じ
　ます。
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腎臓内科



程
度
が
予
後
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

腎
臓
内
科
で
診
る
代
表
的
な
腎
臓
病
は

腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
発
症
、
進
行
に
は
免
疫
反
応
が
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
発
症
早
期
や
再
燃

時
に
は
膠
原
病
と
同
様
に
免
疫
を
抑
制

す
る
治
療
を
行
い
ま
す
。
ま
た
本
院
で

は
腎
移
植
の
手
術
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
腎
移
植
を
受
け
ら
れ
た
患
者
で

は
拒
絶
反
応
を
抑
え
る
た
め
に
免
疫
抑

制
薬
を
続
け
ま
す
。
腎
臓
の
症
状
の
な

い
膠
原
病
、
免
疫
抑
制
療
法
を
必
要
と

し
な
い
腎
臓
病
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
１
つ
の
科
で
両
方
を
垣
根
な
く
診

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
は
大
変
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
当
科
の
強
み
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
医
学
が
進
歩
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
次
々
と
新
薬
が
開
発
さ
れ
、
診
断
基

準
、
分
類
基
準
、
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
の
専
門

的
な
知
識
や
経
験
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
診
療
は
い
ろ
い

ろ
な
専
門
科
の
協
力
、
医
師
以
外
の
看

護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
リ
ハ
ビ
リ

の
療
法
士
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
参

加
な
し
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
た

膠
原
病
、
腎
臓
病
と
も
慢
性
の
経
過
と

な
る
こ
と
が
多
く
、
治
療
の
継
続
、
合

併
症
へ
の
対
応
、
日
頃
の
生
活
習
慣
の

指
導
に
お
い
て
は
か
か
り
つ
け
の
先
生

方
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要

で
す
。

　
当
科
は
こ
の
地
域
の
最
後
の
砦
と
自

負
し
て
お
り
、
総
合
病
院
の
診
療
科
と

し
て
病
院
の
機
能
を
フ
ル
活
用
し
、
地

域
の
先
生
方
と
密
に
医
療
連
携
し
て
い

ま
す
。
治
療
が
必
要
な
患
者
の
診
療
は

当
た
り
前
で
す
が
、
健
診
の
二
次
検
査

や
ち
ょ
っ
と
し
た
症
状
で
の
受
診
も
お

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と
診
断
さ
れ
た
後
、
告
知
に
伴
う
精
神

的
ダ
メ
ー
ジ
に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
が

ん
専
門
・
認
定
看
護
師
や
外
来
看
護
師

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
日
々
の
不
安
に
寄
り
添
う

た
め
に
、
外
来
で
は
随
時
電
話
対
応
を

し
て
い
ま
す
。

　
手
術
は
、
根
治
を
目
指
す
と
同
時
に
、

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
配
慮
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
乳
房
に
対
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
形
の
よ
い
温
存
手
術
を
心

が
け
、
乳
房
切
除
が
必
要
な
方
で
も
条

件
が
許
せ
ば
形
成
外
科
医
に
よ
る
同
時

乳
房
再
建
術
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
腋

窩
リ
ン
パ
節
の
切
除
で
は
術
後
の
リ
ン

パ
浮
腫
を
避
け
る
た
め
、
セ
ン
チ
ネ
ル

リ
ン
パ
節
生
検
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
術
後
に
は
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
リ
ン
パ
浮
腫
の
予
防
・
治
療
を

行
い
ま
す
。
乳
房
を
温
存
後
の
放
射
線

治
療
で
は
、
放
射
線
治
療
医
の
協
力
を

得
て
、
従
来
よ
り
短
い
日
数
で
の
治
療

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
薬
物
療
法
（
抗
が
ん
剤
、ホ
ル
モ
ン
剤
、

分
子
標
的
薬
）
の
進
歩
は
著
し
く
、
日
々

新
し
い
情
報
を
精
力
的
に
取
り
入
れ
、

薬
剤
師
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
安
全
で

患
者
さ
ん
に
合
っ
た
治
療
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
化
学
療
法
に
よ
る
有
害
事
象

対
策
に
関
し
て
は
外
来
化
学
療
法
セ
ン

タ
ー
・
病
棟
看
護
師
ら
と
共
に
手
足
の

し
び
れ
に
対
す
る
圧
迫
療
法
、
脱
毛
に

対
す
る
頭
部
冷
却
な
ど
の
対
策
を
し
て

い
ま
す
。
高
額
な
手
術
・
薬
物
療
法
に

伴
う
医
療
費
に
関
し
て
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
説
明
を
し
、
治
療
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
の
５
〜
10
％
は
遺
伝
性
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
遺
伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん

症
候
群
を
中
心
と
し
て
、
臨
床
遺
伝
専

門
医
に
よ
る
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

遺
伝
学
的
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
早
期
治
療
、
早
期
発
見
に

よ
り
比
較
的
治
り
や
す
い
疾
患
で
す
。

診
療
所
内
科
医
と
病
診
連
携
を
す
る
こ

と
で
生
活
習
慣
病
へ
の
対
応
も
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
支
持
に
よ
り
近
年
、

山
陰
地
方
で
最
多
の
手
術
件
数
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
診
療
を
こ
れ
か
ら
も
追
い

求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
膠
原
病
・
腎
臓
内
科
は
平
成
21
年
７

月
１
日
に
診
療
科
と
し
て
独
立
し
、
26

年
４
月
か
ら
島
根
大
学
腎
臓
内
科
か
ら

２
人
の
先
生
が
加
わ
り
、
３
人
体
制
で

月
〜
金
曜
日
の
外
来
と
毎
日
の
入
院
診

療
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
膠
原
病
は
自
己
の
成
分
に
対
し
て
異

常
な
免
疫
反
応
が
生
じ
、
自
己
抗
体
な

ど
に
よ
り
全
身
の
臓
器
の
結
合
組
織
に

炎
症
が
起
こ
る
疾
患
の
総
称
で
自
己
免

疫
疾
患
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
た
関
節

炎
が
高
率
に
み
ら
れ
、
最
も
患
者
数
が

多
い
疾
患
が
関
節
リ
ウ
マ
チ
で
あ
る
こ

と
か
ら
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
炎
症
を
鎮
静
化
す
る
に
は
ス
テ

ロ
イ
ド
を
主
体
と
す
る
免
疫
抑
制
治
療

が
有
効
で
す
が
、
肺
と
腎
臓
の
障
害
の

　
乳
腺
外
科
は
、
乳
腺
に
係
わ
る
様
々

な
疾
患
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
乳
が
ん

に
対
す
る
診
療
が
中
心
で
す
。

　
乳
が
ん
の
診
療
内
容
は
手
術
だ
け
で

な
く
、
診
断
、
薬
物
療
法
、
放
射
線
治
療
、

リ
ハ
ビ
リ
、
緩
和
医
療
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
乳
腺
外
科
に
は
、
現
在
５

名
の
医
師
（
う
ち
乳
癌
学
会
指
導
医
２

名
、
認
定
医
１
名
、
臨
床
遺
伝
専
門
医

１
名
）
が
所
属
し
て
い
ま
す
。「
患
者
さ

ん
一
人
一
人
に
最
善
の
乳
腺
診
療
を
提

供
す
る
」
た
め
に
、
院
内
の
た
く
さ
ん

の
部
署
の
医
師
、
多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ

の
協
力
を
得
て
、
チ
ー
ム
医
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
当
院
に
は
高
度
な
診
断
技
術
を
持
つ

画
像
検
査
、
病
理
検
査
部
門
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
部
門
と
、
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス

な
ど
で
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。
が
ん

小児科

羽根田 泰宏
島根県出雲市出身です。小児アレルギー専門で
すが、まだまだ勉強中で興味は尽きません。微
力ながら松江の小児医療の充実に力を尽くした
いと思います。

麻酔科

内村 えりか
島根大学から参りました内村と申します。笑顔
を忘れず頑張りたいと思います。よろしくお願
いします。

５～７月採用医師紹介
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
松
江
赤
十
字
病
院
が
連
携

し
、
が
ん
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
、
肝
炎
、
糖
尿

病
な
ど
の
疾
患
に
よ
り
長
期
に
わ
た
る
治
療
を

受
け
な
が
ら
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
就

職
支
援
相
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
入
院
、
通
院

さ
れ
て
い
る
方
が
、
病
院
内
で
職
業
相
談
や
職

業
紹
介
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
専
門
相
談
員
（
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
）

が
病
院
に
出
向
き
、
が
ん
相
談
員
を
は
じ
め
と

す
る
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。

５
月
27
日
に
は
、
出
雲
公
共
職
業
安
定
所
山

田
誠
所
長
と
当
院
の
大
居
院
長
に
よ
る
協
定
書

を
取
り
交
わ
す
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。
県
内

で
は
３
カ
所
目
、
松
江
市
内
の
病
院
で
は
初
の

協
定
の
締
結
と
な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
初
回

の
相
談
会
を
６
月
18
日
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　
長
期
療
養
に
よ
り
離
職
、
転
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
、
安
心
し
て
再
就
職
、

転
職
で
き
る
よ
う
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
に
寄

り
添
い
、
支
援
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
是
非
こ
の
機
会
に
ご
利
用
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
期
療
養
者
の

就
職
支
援
相
談
を
開
始

松
江
市
内
の

病
院
で
初
の
試
み

医
療
社
会
事
業
課

上
田

崇
平

【開設日】毎月第３火曜日　10時～12時（予約制）
【申　込】患者総合支援センター（電話0852-32-6901）

▼調印式の様子

▲当院のがん相談員とハローワークの
就職支援ナビゲーターが相談に応じ
ます。
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診療科紹介

乳腺外科
診療科紹介

膠原病・
腎臓内科



　９月 14 日（土）に「第６回　病院まつり」を開催します。これは普段病院を利用されたことのない方にも
当院の医療を知ってもらおうと、新病院完成を機に毎年開催しているイベントです。
　毎年大好評の手術室見学ツアーや医師体験、ヘリポート見学はもちろんのこと、各種健康チェックコーナー
や記念撮影コーナーなど、皆さんにご満足いただける企画が盛りだくさん。
　公開空地のメインイベントは、昨年大好評だった「松江だんだんプロレス」に加え、「よさこい連 國美輝」
の皆さんにお越しいただき、会場を大いに盛り上げていただきます。
　昨年は過去最高の約 1000 名の方にご来場いただきました。今年も多くのご来場をお待ちしています。

　全日空などのＡＮＡグループから今年もスズランを寄
贈していただきました。患者さんを励まそうと社会貢献
活動の一環として、全国51の赤十字施設に贈られてい
ます。当院には、鉢植え６鉢、切り花50束、香り付き
の特製しおり600枚をいただきました。
　５月後半の北海道の猛暑（道内東部39.5度を観測）
により、生花が届くのだろうか心配していましたが、今

年も道内西部千歳市近郊で咲いた花を全国に無事にお届
けできたとのことです。
　客室乗務員らから入院患者代表と村田副院長に、「再
び幸せが訪れる」の花言葉があるスズランの鉢植えが贈
られました。患者代表の方は、報道３社の取材と写真対
応にびっくりされていましたが、「良い経験だった」と
言っておられました。
　また、入院患者さんやイベントに集まられた方々には、
切り花・しおりをお届けしました。
　初夏を感じる行事として、コンサートを同時開催して
います。第５回目になりますジョイフル♪ジョイフル
「すずらんコンサート」は、今年も選曲に工夫してもら
いました。スズランをイメージできる曲がないと言って
おられましたが、初夏、空、北海道を感じてもらう選曲
をされていました。透き通った歌声と、心地よいアコー
ディオンとキーボードの音色がお届けできたと思います。
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を
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。

松
江
赤
十
字
病
院
糖
尿
病
友
の
会
「
す
こ
や
か
会
」
が

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！
糖
尿
病・内
分
泌
内
科

部
長

佐
藤

利
昭

倉敷中央病院・松岡 孝 先生 佐藤 利昭 糖尿病・内分泌内科部長

すこやか会役員のみなさま 栄養課特製の祝い膳

すこやか会会員のみなさまによる作品展

松江赤十字病院　第６回病院まつり
開催日時：令和元年９月14日（土）10：00～ 15：00

病院まつり開催のご案内
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❹赤十字病院として災害救護に貢献します。 
❺教育病院として次世代の医療人を育てます。 

松江赤十字病院『患者さまの権利』
１．ひとりの人間として人格と価値観を尊重される権利があります。 
２．医療提供者との相互協力のもと、良質な医療を公平に受ける権利があります。 
３．検査・治療法などの自分が受ける医療の内容について、わかりやすい言葉や方
　　法で説明を受ける権利があります。 

私たちが、上に揚げた患者さまの権利を尊重した医療を提供するために、患者さまには次のことをお願いいたします。 
①自分の健康に関する正しい情報の提供　②医療への積極的な参加　③病院の規則を守ること　④研修医、医学生、看護学生などの研修・実習・見学への理解と協力

４．説明を十分理解し同意した上で、医療行為を受けるかどうか自分の意志で選択する権利があります。 
５．医療行為の選択にあたって、他の医療者の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります。
６．診療の過程で得られた個人情報は、個人の秘密として厳正に保護され、承諾なしには開示されない
　　権利があります。 
７．自分が受けている医療内容を知るために、診療録の開示を求める権利があります。 

■病院理念……わたしたちは、 「人道・博愛」の赤十字精神に基づき地域の医療に貢献します。 
■基本方針……
❶地域の基幹病院として、説明と同意に基づく「高度」「良質」な医療を提供します。 
❷急性期病院として保健・医療・福祉・介護機関との連携を進め、一貫した医療を行います。 
❸救急病院として24時間地域の健康を守ります。 
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